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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜
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飲酒運転根絶ロゴマークNo.185   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会
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あ
け
ま
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て

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
道
民
や
国
内
外
か
ら
の
往
来
も
増
え
、
よ
う
や
く
北
海
道
に
も
賑
わ
い

が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
も
、
北
海
道
、
北
海
道
警
察
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
交
通
安
全
活
動
を
展
開
で
き

ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
年
々
減
少
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

昨
年
は
、
前
年
を
16
名
超
え
る
１
３
１
名
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で

す
。
特
に
、
重
大
な
事
故
や
、
高
齢
者
や
自
転
車
、
車
輪
の
脱
落
に
よ
る
事
故
な

ど
、
様
々
な
形
態
の
事
案
が
相
次
ぎ
、
改
め
て
多
方
面
か
ら
の
取
組
を
展
開
す
る

重
要
性
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
４
月
、
当
委
員
会
の「
交
通
遺
児
育
英
事
業
」に
返
還
不
要
の「
給
付
金
」や

「
お
見
舞
金
」を
加
え
、
新
た
な
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
に
は
夢
を
あ
き
ら
め
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
願
い
に
賛
同
し
た
多
く
の
皆
様
か

ら
、
励
ま
し
や
ご
寄
付
も
寄
せ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
お
繋
ぎ
す
る
こ
と
が
で
き

た
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
、
も
う
二
度
と
交
通
遺
児
を
生
み
出

し
て
は
い
け
な
い
、
交
通
事
故
で
悲
し
い
思
い
を
す
る
人
を
一
人
で
も
減
ら
し
た

い
と
の
思
い
も
増
し
、
当
委
員
会
で
は
、
改
め
て
、
会
員
の
皆
様
等
と
意
見
交
換

を
行
い
、様
々
な
分
野
や
業
種
の
お
力
を
い
た
だ
い
た
事
例
集
を
作
成
す
る
な
ど
、

「
交
通
安
全
の
輪
」を
広
げ
る
た
め
の
取
組
を
こ
つ
こ
つ
と
進
め
て
ま
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

今
年
の
夏
は
、
小
樽
で
発
生
し
た
悲
惨
な
飲
酒
運
転
事
故
か
ら
10
年
を
迎
え
ま

す
。
未
だ
、
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
飲
酒
運
転
事
故
。
そ
の
根
絶
に
向
け
て
、
様
々
な

事
業
の
中
で
、
高
校
生
や
大
学
生
、
さ
ら
に
は
地
域
の
飲
食
店
に
も
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
、

そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」を
合
言
葉
に
、
皆
様
と
と
も
に
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
思
い
や

り
あ
ふ
れ
る
社
会
の
形
成
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 新

年
を
迎
え
て
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年
頭
所
感

年
頭
所
感

　
　
　
　
　
北
海
道
知
事
　
鈴
　
木
　
直
　
道

北
海
道
警
察
本
部
長
　
鈴

木

信

弘

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
謹
ん

で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
、

道
内
各
地
で
交
通
事
故
の
防
止
に
多
大

な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
へ
移
行
す
る
、

大
き
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
対
策
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
対
し
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

５
類
移
行
に
伴
い
社
会
経
済
活
動
が

活
発
化
す
る
中
、
本
道
に
お
け
る
昨
年

の
交
通
事
故
死
者
数
は
前
年
に
比
べ
て

増
加
し
、
依
然
、
多
く
の
方
が
交
通
事

故
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

道
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
守
る
継

続
的
な
取
組
の
重
要
性
を
切
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。

道
で
は
、
昨
年
、
数
度
に
わ
た
り
交

通
死
亡
事
故
多
発
警
報
を
発
表
す
る
と

と
も
に
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
～
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
関
係
の
皆
様
と

一
丸
と
な
っ
て
交
通
安
全
運
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、

犠
牲
と
な
ら
れ
る
方
を
一
人
で
も
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
粘
り
強
く
啓

発
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

が
未
だ
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、「
飲

酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ

な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」を
合
言
葉

に
、
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
見
逃
さ
な
い

と
い
う「
社
会
の
目
」を
道
内
隅
々
ま
で

広
げ
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
強
い
決
意

を
も
っ
て
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
全
て
の
自
転
車
利
用
者
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
る

と
と
も
に
、
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

車
の
交
通
方
法
等
の
規
定
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
道
民
の
皆
様

へ
の
交
通
ル
ー
ル
の
啓
発
に
も
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

本
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
道
民
の
皆

様
や
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
と
共
に
、

よ
り
効
果
的
な
交
通
安
全
運
動
を
推
進

し
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な

社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
希
望

に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。旧

年
中
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

会
の
皆
様
に
は
、
交
通
安
全
活
動
を
始
め
、

警
察
行
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
を
よ
う
や
く
抜
け
、

社
会
活
動
が
活
発
化
す
る
中
、
貴
委
員
会

を
始
め
と
す
る
団
体
や
関
係
機
関
の
皆
様

に
は
、
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
な
が
ら

交
通
安
全
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

さ
て
、
道
内
に
お
け
る
交
通
事
故
情
勢

で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
、
交
通
事
故
に
よ

り
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、
残
念
な
が
ら
、

前
年
よ
り
16
人
多
い
１
３
１
人
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
交
通
事
故
に
よ
り
、
多

く
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
誠
に
痛
ま
し
く
、
憂
慮
に
堪
え
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

道
民
の
願
い
で
あ
る「
交
通
事
故
の
な
い

安
全
で
安
心
な
北
海
道
」の
実
現
に
向
け
、

そ
の
社
会
的
機
運
は
確
実
に
前
進
し
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
、
皆
様
方
と
連
携
し
た
交
通
安
全
へ

の
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

昨
年
中
の
重
大
事
故
を
見
ま
す
と
、
６

月
に
は
八
雲
町
に
お
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
と

高
速
バ
ス
の
正
面
衝
突
に
よ
り
５
人
の
方

が
亡
く
な
る
事
故
や
、
11
月
に
は
札
幌
市

西
区
に
お
い
て
、
走
行
中
の
車
両
か
ら
タ

イ
ヤ
が
外
れ
歩
行
中
の
女
児
に
衝
突
す
る

と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
厳
冬
期
を
迎
え
ス
リ
ッ
プ
等

に
よ
る
重
大
交
通
事
故
の
発
生
や
、
歓
送

迎
会
に
伴
う
飲
酒
運
転
に
起
因
す
る
事

故
、
さ
ら
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た

こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
国
内
旅

行
者
に
よ
る
観
光
地
等
で
の
事
故
が
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

北
海
道
警
察
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本

年
も「
交
通
死
亡
事
故
抑
止
」を
重
点
と
し

て
、
飲
酒
運
転
や
速
度
違
反
な
ど
、
重
大

な
交
通
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
危
険
な
交

通
違
反
の
取
締
り
を
始
め
、
各
種
情
報
発

信
等
に
よ
る
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
も

引
き
続
き
、
交
通
安
全
活
動
に
御
尽
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

会
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御

健
勝
、
御
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

毎月 １５日は 「道民交通安全の日」
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令和6年における交通安全運動の推進方針（概要）
運 動 の 目 的 道民の交通安全意識を高め、交通事故を防止する。

年 間 ス ロ ー ガ ン ストップ・ザ・交通事故　～ めざせ 安全で安心な北海道～

交
通
安
全
運
動
の
重
点

こ ど も と 高 齢 者 の
安 全 確 保

○  歩行者を最優先とする保護意識の醸成を図る広報啓発活動、自ら安全を守るための交通行動を促す交通安全
教育を推進する。

○ 街頭における交通安全指導と交通ルールを身につけるための交通安全教室等を推進する。
○ 登下校時の安全確保のための関係機関・団体による通学路の安全点検と保護・誘導活動を推進する。

○ あらゆる機会に高齢者の行動特性を理解した交通安全意識の向上を図る広報啓発活動を推進する。
○  高齢者が個々の身体機能を自覚した安全な交通行動となる交通安全教育や高齢者宅への訪問活動等による

交通安全指導を推進する。
○ 運転免許証の自主返納者への支援に関する情報の提供や安全運転サポート車の普及促進のための広報啓発

活動を推進する。

飲 酒 運 転 の 根 絶

○  悪質な犯罪である飲酒運転の根絶に向けて、「飲酒運転をしない・させない・許さない」という規範意識の醸成
と「そして見逃さない」という視点をもって広報啓発活動を推進する。

○ 飲酒疑似体験の交通安全講習や就業前後における飲酒状態の点検等の普及活動を推進する。
○  「飲酒運転根絶ロゴマーク」やハンドルキーパー運動、「飲酒運転ゼロボックス」を周知するなど、飲食店や酒

類販売店等と連携した広報啓発活動を推進する。
○ 飲酒運転に関する情報提供の促進を図り、飲酒運転を見逃さない「社会の目」の一層の拡大を推進する。

ス ピ ー ド ダ ウ ン
○ 速度の出し過ぎによる危険性を周知する広報啓発活動を推進する。
○ 思いやり・ゆずり合いの心を持った運転意識の醸成に向けた広報啓発活動を推進する。
○ ドライビングシミュレータ等を活用した安全速度の遵守に向けた交通安全教育を推進する。

シ ー ト ベ ル ト の
全 席 着 用

○  後部座席を含めた全席でのシートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用の効果についての広報啓
発活動、着用率向上に向けた取組を推進する。

○ 各種資器材を活用したシートベルト非着用の危険性の認識向上に向けた交通安全教育を推進する。

居 眠 り 運 転 の 防 止
○ 長距離運転における休憩の呼びかけなど居眠り運転事故防止に向けた広報啓発活動を推進する。
○ 交通安全講習、研修会等において居眠り運転防止に向けた交通安全教育を推進する。
○  道の駅、コンビニエンスストア等の駐車場を休憩場所に提供する「居眠り運転防止協力店」や観光施設と連携

した広報啓発活動を推進する。

自 転 車 の 安 全 利 用

○ 自転車は「車両」であるということの周知を図るための広報啓発活動を推進する。
○  自転車シミュレータや自転車安全利用五則等の活用による自転車の交通ルールとマナー向上に向けた交通

安全教育や広報啓発活動を推進する。
○ 乗車用ヘルメットの着用、自転車損害賠償保険等への加入に向けた広報啓発活動を推進する。
○ 特定小型原動機付自転車に関する交通ルールを周知するための交通安全教育や広報啓発活動を推進する。

安 全 意 識 の 向 上
○ 夕暮れ時・夜間の交通事故実態及び危険性を周知し、反射材用品等の着用促進を図る広報啓発活動を推進する。
○ 昼間の点灯を呼びかけるデイ・ライト運動や夜間におけるハイビームの活用に向けた広報啓発活動を推進する。
○ 「ながら運転」や「あおり運転」の危険性を周知する広報啓発活動を推進する。

期
　
　
別
　
　
運
　
　
動

運 動 名 春の全国交通安全運動 夏の交通安全運動 秋の全国交通安全運動 冬の交通安全運動

実 施 期 間 4／6（土）～4／15（月） 7／13（土）～7／22（月） 9／21（土）～9／30（月） 11／13（水）～11／22（金）

セーフティコール 4／5（金） 7／12（金） 9／20（金） 11／13（水）

期 別 運 動 の 方 針

○  新入学（新学期）を迎える
こどもや活動期に入る自
転車利用者の事故防止を
図るための活動等を推進
する。

○  観光・夏型レジャー等に伴
う事故防止、バイクによる
事故防止及び飲酒運転根
絶を図るための活動等を
推進する。

○  夕暮れ時と夜間の高齢歩
行者・自転車の事故防止等
を図るための活動等を推
進する。

○  凍結路面でのスリップ事
故防止等を図るための活
動等を推進する。

重 点 項 目　     ○ 春・秋の運動においては、全国交通安全運動推進要綱の運動重点に準じ、必要に応じ北海道独自の項目を定める。
○ 夏・冬の運動においては、北海道の地域特性、交通事故の発生状況・特徴等を勘案する。

交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

飲酒運転根絶の日 ７月13日（土） 道民の飲酒運転根絶の気運を高めるため、広報啓発活動を実施する。

交 通 事 故 死 
ゼ ロ を 目 指 す 日 4月1０日（水）､９月３０日（月） 交通事故死ゼロを目指し､住民集会などの啓発行事や期別運動のセーフティコールに

準じた広報啓発活動を実施する。

道民交通安全の日 毎月15日 道民の交通安全意識の高揚を図るため、期別運動のセーフティコールに準じた広報啓
発活動を実施する。

自 転 車 安 全 日 毎月第１及び第３金曜日 自転車の安全利用と事故防止を図るため、自転車利用者を対象に街頭指導、啓発活動等
を実施する。

そ の 他 の 
交 通 安 全 の 日

無事故の日（6/25） 
バイクの日（8/19） 地域独自の交通安全の日等に、地域・職域の実情に応じた広報啓発活動を実施する。

特 別 対 策 「交通死亡事故多発警報｣や「飲酒運転根絶緊急対策」の発表時に地域住民等へ緊急かつ効果的な広報啓発、住民
集会、街頭指導等を実施する。

令和6年における交通安全運動の推進方針（概要）

今日もまた　あなたの無事故　待つ家族
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
２
０
２
３
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
」

９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
10
日
間

の
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
広
く

道
民
に
周
知
す
る
た
め
、
初
日
に
関
係
機

関
・
団
体
等
が一堂
に
集
い
、
道
庁
赤
れ
ん
が

庁
舎
前
庭
で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
２
０
２
３
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。�

主
催
者
を
代
表
し
て
加
納
孝
之
北
海
道

環
境
生
活
部
長
、
鈴
木
信
弘
北
海
道
警
察

本
部
長
か
ら
、
引
き
続
き
来
賓
を
代
表
し

て
冨
原
亮
北
海
道
議
会
議
長
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
飲
酒
運
転
根
絶
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の

「
や
べ
ー
べ
や
」
と
「
べ
や
パ
パ
」、
ま
た
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
タ
レ
ン
ト
の
木
村
愛
里

さ
ん
が
駆
け
つ
け
、
木
村
さ
ん
に
よ
る
交
通

安
全
ト
ー
ク
で
は
、
夕
暮
れ
が
早
ま
る
こ
の

時
期
の
運
転
の
注
意
点
や
反
射
材
着
用
の

必
要
性
、
ま
た
飲
酒
運
転
は
「
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」

を
意
識
し
、
飲
み
す
ぎ
た
翌
日
に
は
運
転

を
控
え
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

途
中
、
自
転
車
利

用
の
寸
劇
を
交

え
、
走
行
中
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操

作
や
ヘッ
ド
ホ
ン
な

ど
付
け
て
の
運
転

は
危
険
で
あ
る
こ

と
、
自
分
の
命
を

守
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
に
つ
い
て
も

呼
び
か
け
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
、
西
５
丁
目
通
り
沿
い

で
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
「
旗
の
波
」
に
よ
る
街

頭
啓
発
を
実
施
し
、
木
村
さ
ん
と
「
や
べ
ー

べ
や
」
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

９
月
30
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
」
で
す
。

前
日
の
29
日
、
広
く
道
民
に
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
の
呼
び
か

け
、
交
通
安
全
の
高
揚
を
図
り
、
交
通
事

故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
て
札
幌
駅
南
口
で
啓
発

イ
ベン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

北
海
道
警
察
の
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
ほ
く
と
く
ん
」、「
飲
酒
運
転
根
絶
戦

隊
！
飲
ん
だ
ら
乗
れ
ん
ジ
ャ
ー
」、
飲
酒
運

転
根
絶
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
「
や
べ
ー
べ
や
」
が
駆

け
つ
け
、「
飲
ん
だ
ら
乗
れ
ん
ジ
ャ
ー
」
シ
ョ
ー

で
は
、
自
転
車
乗
車
時
の
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
の

重
要
性
や
飲
酒
運
転
根
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
近
く
の
保
育
園
児
が
「
交
通
安

全
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
元
気
いっ
ぱ
い
読
み
上
げ

参
加
者
や
通
行
人
に
交
通
安
全
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

ア
ピ
ア
太
陽
の

広
場
に
移
動
し
て

の
街
頭
啓
発
で

は
、
の
ぼ
り
旗
や

手
旗
で
通
行
人
に

交
通
安
全
を
訴

え
た
ほ
か
、
交
通

安
全
グ
ッ
ズ
を
配

布
し
ま
し
た
。

冬
の
交
通
安
全
運
動
全
道
統
一
行
動
日

「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

11
月
13
日
、
札
幌
で
は
道
庁
赤
れ
ん
が

庁
舎
前
庭
で
、
交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡

会
議
が
主
催
す
る
冬
の
交
通
安
全
運
動

「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

タ
レ
ン
ト
の
東
李
苑
さ
ん
に
よ
る
交
通
安

全
ト
ー
ク
で
は
、
冬
道
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
道

路
脇
に
雪
山
が
あ
る
場
合
の
留
意
点
と
し

て
運
転
者
や
歩
行
者
も
「
車
は
す
ぐ
に
と

ま
ら
な
い
こ
と
」、「
雪
山
で
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
見
づ
ら
い
こ
と
」
な
ど
し
っ
か
り
理
解
し
て

安
全
に
道
路
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

訴
え
、
さ
ら
に
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ

の
時
期
に
向
け
「
飲
酒
運
転
は
絶
対
ダ
メ
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
終
了
後
に
実
施

し
た
札
幌
駅
前
通
り
沿
い
で
の
「
旗
の
波
」

に
よ
る
街
頭
啓
発
に
も
参
加
し
、
歩
行
者

や
通
行
車
両
に
向
け
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
根
絶

「
飲
酒
運
転
は
チ
ョ
コ
っ
と
も
許
さ
な
い
！

 

飲
酒
運
転
ゼ
ロ
大
作
戦
！
」

12
月
４
日
、
年
末
を
迎
え
、
忘
年
会
な
ど

で
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期
に
、
幅

広
い
年
齢
層
に
飲
酒
運
転
を
呼
び
か
け
よ

う
と
、
交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会
議
と

札
幌
方
面
西
警
察
署
が
主
催
し
、
関
係
機

関
の
協
力
の
も
と
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
琴

似
店
で
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

札
幌
市
西
区
の
ア
イ
ド
ル
「
Ｔ
e
a
m

く
れ
れ
っ
娘
！
」

や
道
警
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
ほ

く
と
く
ん
」、

「
飲
酒
運
転
根

絶
戦
隊
！
飲

ん
だ
ら
乗
れ
ん

ジ
ャ
ー
」
が
参

加
し
、
会
場
を

盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

世
代
間
交
通
安
全
交
流
事
業

「
キ
ラ
ッ
と
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

世
代
の
垣
根
を
越
え
て一
緒
に
交
通
安
全

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
11
月
17
日
、
札
幌

方
面
倶
知
安
警
察
署
の
協
力
の
も
と
「
キ

飲みません　今日は私が　ハンドルキーパー
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さあ青だ　踏み出す前に　再確認

たくさんの応募、ありがとうございました。詳細はホームページでご覧ください。

令和５年　飲酒運転根絶！
高校生メッセージコンクール審査結果

北海道交通安全推進委員会会長賞 北海道交通安全協会会長賞

北海道知事賞 北海道教育委員会教育長賞

飲酒運転根絶アンバサダー「やべーべや」特別賞北海道安全運転管理者協会会長賞

北海道警察本部長賞 札幌市長賞

ラ
ッ
と
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し

た
。認

定
こ
ど
も
園
倶
知
安
藤
幼
稚
園
の
園

児
と
町
内
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

夜
光
反
射
材
の
効
果
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の

後
は
、
園
児
た
ち
が
高
齢
者
の
履
い
て
い
る

靴
な
ど
に
直
接
、
夜
光
反
射
材
を
つ
け
て
あ

げ
、
お
返
し
に
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
反
射

材
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。当

委
員
会
で
は
、

こ
う
し
た
世
代
間

の
交
流
事
業
が
各

地
で
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

飲
酒
運
転
根
絶
宣
言
店
登
録
制
度

～
ぞ
く
ぞ
く
と
増
加
中
～

道
と
当
委
員
会
で
は
、
飲
酒
運
転
根
絶

に
取
り
組
む
宣
言
を
行
っ
た
飲
食
店
や
酒

類
販
売
店
等
を
登
録
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
賑
わ

い
が
戻
る
中
、
今
年
は
、
道
内
各
地
で
続
々

と
宣
言
店
が
増
え
、「
み
ん
な
で
飲
酒
運
転

ゼ
ロ
を
目
指
す
」
機
運
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
登
録
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
募
集
中
で
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る「
交
通
安
全
の
輪
」

～
企
業・団
体
の
取
組
み
事
例
～

交
通
事
故
死
及
び
飲
酒

運
転
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、

様
々
な
業
界
の
皆
様
と
連

携
し
な
が
ら
、
大
き
な
「
交

通
安
全
の
輪
」
が
生
ま
れ

る
よ
う
、
当
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
企
業
・
団
体

等
の
交
通
安
全
活
動
や
社

会
貢
献
活
動
への
取
組
み
を

順
次
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

（
掲
載
中
の
企
業・団
体
）※
今
年
度
紹
介
順

・�
公
益
社
団
法
人
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会

・�
対
談
「
交
通
遺
児
育
英
会
石
橋
会
長
×

当
委
員
会
勝
木
会
長
」

・�

ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱

・�

対
談
「
日
本
自
販
連
道
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

沖
田
会
長
×
当
委
員
会
勝
木
会
長
」

・�

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
グ
ル
ー
プ
北
海
道
㈱

・�

北
海
道
自
家
用
自
動
車
協
会
連
合
会

・�

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
北
海

道
本
部

交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
、
高
齢
者
、
飲

酒
運
転
根
絶
、
自
転
車
安

全
な
ど
各
種
取
り
揃
え
て

い
ま
す
の
で
研
修
会
な
ど

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

登録店等はこちらから

詳しくはこちらから
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ぎりぎりの　時間と車間が　事故を呼ぶ

　　　１杯飲むことによって判断は鈍る。
　それほど酒は怖いもの。
　　だから運転しないで。
　　　　　転んだ時にするけがと同じじゃない。
　お互いいやな思い出としてしか刻まれないから。
　　　　　めの前の自分と向き合うと気づける。
だからやめて。

あなたが飲酒運転をすることで、輝かしい未来の
あった命は無惨にも散ってしまう。あなたは自覚
しなければならない。自分が握っているのは、車の
ハンドルだけでなく、人の命であるということを。

北海道知事賞北海道知事賞
北海道砂川高等学校

１年　繁
し げ た

田　佳
け い じ

志さん

その一杯の重みを知ってください。命の重み、人生の重み、
未来の重みを。その１杯のその先を想像してください。しても
しきれない後悔、奪われる笑顔、すべてが失われてしまう
人生を。その１杯の意味をもう一度考えられたなら飲酒運転は
無くせる。

北海道教育委員会 北海道教育委員会 
教育長賞教育長賞

北海道帯広農業高等学校
１年　柿

か き の

野　るいかさん

いつも通りだった生活が誰かによって奪われた時、帰りを
待っていた人の気持ち。忘れないで、誰にとっても奪うことも
奪われることも辛いってことを。だから絶対やめよう飲酒運転。

北海道警察本部長賞北海道警察本部長賞
北海道札幌北高等学校（定時制）

１年　野
の む ら

村　菜
な な み

々美さん

ちょっとまって。「少し運転するだけだから。」その”少し”で取り
返しのつかない事になるかもしれない。誰かの笑顔を奪うかも
しれない。絶対やめよう、飲酒運転。

札幌市長賞札幌市長賞
北海道札幌北高等学校（定時制）

１年　宮
みやした

下　聖
せ い ら

來さん

未来への明るい希望を築こう。飲酒
運転は愛する人を奪い、家族を傷つけ
る悲劇。一回の間違いが一生の後悔を
生む。全てを失わないために、責任を
持とう。そのために、飲酒運転は絶対に
やめよう。

北海道交通安全推進委員会会長賞北海道交通安全推進委員会会長賞
北海道小樽水産高等学校

１年　大
おおにし

西　凛
りん

さん

飲酒運転根絶アンバサダー「やべーべや」特別賞飲酒運転根絶アンバサダー「やべーべや」特別賞
北海道根室高等学校　１年　山

や ま の で ら

野寺　煌
こう

さん

その一杯が、その判断が、いつか大きな
憎しみを生み出す。飲酒運転は、人が
積み上げてきたものをいとも簡単に
蹴散らしてしまう。どうか、思い出し
て。知らない人にもあなたにも「人生」
があるということを。

北海道交通安全協会会長賞北海道交通安全協会会長賞
星槎国際高等学校帯広学習センター

１年　宮
みやこし

越　美
み ら い

来さん

この世に「絶対」はないことを教えて
くれたのはあなたたち大人。でも、
お酒は一杯で「絶対大丈夫」を生んで
しまう。この世に「絶対」はないから、
リスクを考えよう。たった一度の「絶対」
が人生を変えないために。

北海道安全運転管理者協会会長賞北海道安全運転管理者協会会長賞
市立札幌開成中等教育学校

２年　青
あおやま

山　遥
は る か

佳さん
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身につけよう　交通ルールと　ヘルメット

皆様からのご支援、ありがとうございました。

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）

7月 株式会社アペックス 特定 寄付 11,117

８月 ライダーズミーティングin寿都実行委員会 特定 寄付 100,000

９月

植村　泰也 特定 寄付 2,000

美幌交通安全母の会 特定 寄付 2,890

当別町交通安全推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 11,572

新得町交通安全推進協議会 特定 募金（黄色い羽根） 57,654

建設産業交通安全推進北海道本部 特定 寄付 1,000,000

一般社団法人札幌地区トラック協会南空知支部 特定 寄付 55,700

10月

美幌町交通安全推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 16,280

石狩地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,833

蘭越町交通安全運動推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 30,172

別海町交通安全協会 特定 募金（黄色い羽根） 10,863

士別市交通安全運動推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 75,763

紋別市交通安全運動推進協議会 特定 寄付 7,142 

木古内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,626

札幌西交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,850

札幌手稲交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,598

栗山地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,685

伊達地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,300 

八雲地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,172 

札幌北交通安全協会 特定 募金（箱募金） 11,096 

砂川地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,000 

札幌南交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,000 

弟子屈地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,464 

札幌中央信用組合西野支店 特定 募金（箱募金） 1,540 

北央信用組合手稲支店 特定 募金（箱募金） 1,208 

北央信用組合厚別支店 特定 募金（箱募金） 1,221 

留寿都村交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,094 

上川町安全安心協会 特定 募金（箱募金） 1,895 

北海道牛乳普及協会 特定 寄付 331,750 

ニセコ町交通安全推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 108,280 

札幌中央信用組合美香保支店 特定 募金（箱募金） 1,279 

猿払村交通安全運動推進連絡協議会 特定 募金（箱募金） 3,982 

清水町生活安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,412 

稚内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,685 

音威子府村役場 特定 募金（箱募金） 1,715 

芦別交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,650 

枝幸町歌登支所 特定 募金（箱募金） 5,521 

植村　泰也 特定 寄付 2,000 

浜中町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,617 

根室市交通安全推進協議会 特定 募金（黄色い羽根） 10,069 

津別町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,746 

札幌手稲交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,378 

厚岸地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,849 

本別町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,260 

北海道信用金庫本店営業部 特定 募金（箱募金） 12,492 

小平町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 15,772 

雨竜町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,340 

11月

七飯町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 5,441 

斜里町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,226 

広尾地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 6,018 

天塩町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 3,107 

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）

11月

江別市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 9,769

長沼町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,157 

寿都地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 5,291 

砂川市役所 特定 募金（箱募金） 6,533 

北海道銀行室蘭支店 特定 募金（箱募金） 3,089 

札幌中央信用組合藤野支店 特定 募金（箱募金） 1,334 

北海道銀行麻生支店 特定 募金（箱募金） 833 

留萌地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 1,393 

北海道商工会議所女性連合会 特定 寄付 300,000 

株式会社北海道銀行手稲支店 特定 募金（箱募金） 2,284 

株式会社北海道銀行新川支店 特定 募金（箱募金） 1,810 

室蘭交通安全協会 特定 募金（箱募金） 25,000 

中標津町交通安全協会 特定 募金（箱募金） 305 

中標津町交通安全協会 特定 募金（黄色い羽根） 8,759

中標津町交通安全協会 特定 寄付 10,000

共和町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 11,538 

函館方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,204 

利尻富士町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,408 

三菱UFJ信託銀行株式会社札幌支店 特定 募金（箱募金） 6,186 

オホーツク地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,031 

美幌地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,130 

美幌地区交通安全協会 特定 寄付 10,000 

三笠市交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,023 

三笠交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,720 

八雲町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 11,974 

釧路方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,273 

後志地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,442 

函館西交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,140 

紋別地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 31,659 

株式会社北海道銀行本店営業部 特定 募金（箱募金） 1,245 

幌延町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,045 

苫小牧地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,529 

富良野地方交通安全協会 特定 募金（箱募金） 7,000 

帯広地方交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,692 

奈井江町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 18,200 

新得地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,643

小樽交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,486 

旭川方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,552 

千歳地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 8,607

当麻町交通安全推進協議会 特定 募金（黄色い羽根） 11,086 

静内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,425

遠軽地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,990

根室交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,310

稚内市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 19,175

羽幌地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 1,000

洞爺湖町交通安全町民運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 4,697

全国共済農業協同組合連合会北海道本部 特定 寄付 705,000

12月
植村　泰也 特定 寄付 2,000

平取町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 23,571

11月 北海道自家用自動車協会連合会 寄贈 啓発資材「即席ラーメン」1,400個

北海道商工会議所女性会連合会 北海道牛乳普及協会建設産業交通安全推進北海道本部

ANAオープンゴルフトーナメント大会 北海道自家用自動車協会連合会 全国共済農業協同組合連合会北海道本部

（敬称略）
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え
り
も
町
は
北
海
道
の
東
南
端
に
位
置

し
、
豊
か
な
水
産
資
源
と
雄
大
な
自
然
景

観
に
恵
ま
れ
た
漁
業
と
観
光
の
町
で
す
。

「
風
極
の
地
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
屈
指
の

強
風
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。

漁
業
で
は
、
コ
ン
ブ
、
サ
ケ
、
ウ
ニ
な

ど
豊
富
な
魚
介
類
の
水
揚
げ
は
、
地
域
経

済
の
主
力
を
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
「
襟
裳
岬
」
や
断

崖
絶
壁
の
海
岸
が
続
く
「
黄
金
道
路
」
な

ど
数
多
く
の
景
勝
地
を
有
し
、
年
間
30
万

人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、

２
０
２
４
年
夏
に
は
、
襟
裳
岬
と
日
高
山

脈
の
一
帯
を
中
心
と
す
る
約
24
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
陸
域
に
つ
い
て
、
国
内
最
大
と
な

る
国
立
公
園
化
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
と一緒
に
行
う 

交
通
安
全
の
取
り
組
み

え
り
も
町
で
は
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
の

４
期
に
わ
た
っ
て
交
通
安
全
運
動
を
実
施

し
て
お
り
、
春
と
秋
に
は
「
旗
の
波
啓
発

作
戦
」
を
、
夏
に
は
「
テ
ン
ト
検
問
」、
冬

に
は
「
車
両
パ
レ
ー
ド
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

春
と
秋
の
「
旗
の
波
啓
発
作
戦
」
で
は
、

交
通
安
全
関
係
機
関
が
道
路
沿
い
で
「
飲

酒
運
転
根
絶
」
や
「
安
全
運
転
」
と
書
か

れ
た
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
た
り
、「
ス
ピ
ー

ド
ダ
ウ
ン
」
や
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
」

と
書
か
れ
た
手
持
ち
旗
を
振
る
な
ど
し
て

通
行
す
る
車
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

す
。
秋
の
「
旗
の
波
啓
発
作
戦
」
で
は
、

幼
稚
園
児
も
参
加
し
手
持
ち
旗
を
振
り
一

緒
に
街
頭
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
の

「
テ
ン
ト
検
問
」
で
は
、
春
や
秋
の
「
旗
の

波
啓
発
作
戦
」
と
は
別
の
場
所
で
啓
発
を

行
い
ま
す
が
、
交

通
安
全
関
係
機
関

が
集
ま
り
、
春
や

秋
の
「
旗
の
波
啓

発
作
戦
」
と
同
様

に
街
頭
啓
発
を
す

る
傍
ら
、
保
育
所

児
童
が
検
問
車
両

の
ド
ラ
イ
バ
ー
一

人
一
人
に
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
啓

発
グ
ッ
ズ
を
手
渡

す
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬

に
開
催
し
て
い
る
「
交
通
安
全
住
民
大

会
」
で
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を

対
象
に
し
た
「
交
通
安
全
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

が
よ
り
身
近
に
交
通
安
全
に
携
わ
れ
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
及
び
町
民
の
取
り
組
み

交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
、
建
設
会
社

に
よ
る
「
旗
の
波
啓
発
作
戦
」
や
交
通
安

全
指
導
員
に
よ
る
「
パ
ト
ラ
イ
ト
作
戦
」、

商
店
街
や
飲
食
店
な
ど
に
飲
酒
運
転
根
絶

や
各
季
節
の
交
通
安
全
運
動
の
「
ポ
ス
タ

ー
掲
示
」
を
行
っ
て
お
り
、
日
常
生
活
の

多
く
の
場
面
で
交
通
安
全
の
啓
発
を
訴
え

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

冒
頭
で
も
記
載
し
た
通
り
、
え
り
も
町

は
漁
業
が
盛
ん
な
町
で
す
。
そ
こ
で
夏
の

昆
布
採
取
の
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
国
道
沿
い
で
昆
布
採
取
を
行
っ
て

い
る
地
区
で
「
昆
布
漁
船
に
交
通
安
全
旗

を
掲
げ
て
の
昆
布
採
取
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
小
学
校
の
新
入
学
生
に
は
、
交

通
安
全
運
動
推
進
委
員
会
が
「
交
通
安
全

に
関
係
す
る
文
房
具
の
寄
贈
」、
商
工
会

女
性
部
が
『
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
た

鈴
』
を
入
学
式
当
日
に
「
新
入
学
児
童
に

直
接
配
付
」
す
る
な
ど
地
域
が
主
体
と
な

っ
た
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
交
通
安
全
住
民
大
会
」
に
お
い
て
は
「
地

区
別
無
事
故
無
違
反
実
践
大
会
」
や
「
功

労
者
、
優
良
運
転
者
表
彰
」
を
行
う
な
ど

町
民
一
人
一
人
が
交
通
安
全
を
意
識
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

残
念
な
が
ら
、
え
り
も
町
で
は
前
々
年

に
続
き
昨
年
７
月
に
交
通
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
交
通
安
全
は

家
庭
か
ら
」
を
掲
げ
た
と
お
り
、
交
通
安

全
に
つ
い
て
家
庭
で
考
え
る
時
間
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
提
供
す
る
た
め
、
今
後
も
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
交
通
安
全
に
携
わ

る
機
会
を
多
く
展
開
し
、
交
通
事
故
の
な

い
町
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
町
、
交
通

安
全
指
導
員
、
交
通
安
全
協
会
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
町
民

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ちょっと待て　車のかげから　もう１台

え
り
も
町

　（
日
高
振
興
局
管
内
）

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」

交
通
事
故
の
な
い
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
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しんごうき　あおでもかくにん　わすれない

交通安全推進員の声

1
年
目
を
振
り
返
っ
て

四
月
よ
り
後
志
地
区
交
通
安
全

推
進
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま

す
佐
藤
と
申
し
ま
す
。
皆
様
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
推
進
員
に
な
る
ま
で
交
通

安
全
の
推
進
活
動
に
関
わ
る
機
会

が
無
く
、
今
で
も
手
探
り
状
態
で

は
あ
り
ま
す
が
、
後
志
総
合
振
興

局
環
境
生
活
課
の
皆
さ
ん
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
交

通
安
全
運
動
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

推
進
員
と
し
て
の
初
め
て
の
大

き
な
仕
事
は
四
月
に
行
わ
れ
た
京

極
町
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
７
０
０
０

日
達
成
の
表
彰
式
で
し
た
。

京
極
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

７
０
０
０
日
達
成
の
お
祝
い
が
で

き
た
こ
と
は
、
推
進
員
に
な
り
た

て
の
私
に
と
っ
て
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
恵
内
村
５
５
０
０
日
、

島
牧
村
７
０
０
０
日
達
成
の
表
彰

状
伝
達
の
た
め
訪
問
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

訪
問
の
際
、
美
し
い
風
景
を
目

の
当
た
り
に
し
、
改
め
て
後
志
の

魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

後
志
に
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

５
０
０
０
日
以
上
を
継
続
し
て
い

る
町
村
が
4
町
村
あ
る
一
方
で
、

8
月
に
は
、
3
日
間
と
い
う
短
い

期
間
で
3
人
の
尊
い
命
が
交
通
事

故
の
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

後
志
は
と
て
も
広
く
、
地
域
の

特
性
も
様
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、

悲
惨
な
交
通
事
故
が
一
つ
で
も
無

く
な
る
よ
う
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
年
目
を
迎
え
て

交
通
安
全
推
進
員
と
し
て
五
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
、

自
分
自
身
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
２
年
か
ら
猛
威
を
振
る
って
い

た
新
型
コロ
ナ
感
染
症
の
5
類
感
染
症

への
移
行
後
、
昨
年
６
月
に
高
齢
者
の

交
通
安
全
講
習
が
管
内
で
再
開
さ
れ
、

旭
川
シ
ニ
ア
大
学
で
講
演
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
講
演
を

終
え
て
交
通
安
全
啓
発
活
動
に
微
力

な
が
ら
役
立
って
い
る
充
実
感
が
湧
き

ま
し
た
。

最
近
、
交
通
安
全
啓
発
を
し
て
い
る

中
で
、
気
に
な
る
こ
と
が
二
点
あ
り
ま

す
。一点
目
は
ツ
ー
リ
ン
グ
バ
イ
ク
や
レ
ン

タ
カ
ー
に
関
わ
る
事
故
で
す
。
北
海
道

の
広
大
な
景
色
に
誘
発
さ
れ
て
、
オ
ー

バー
ス
ピ
ー
ド
で
カ
ー
ブ
や
T
字
路
を
曲

が
り
切
れ
ず
路
外
への
逸
脱
や
対
向
車

と
の
衝
突
、
交
差
点
の
標
識
無
視
に
よ

る
衝
突
な
ど
の
事
故
が
多
発
し
て
お

り
、
悲
惨
な
死
亡
事
故
も
起
き
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
二
点
目
は
講
話
す
る
機

会
の
多
い
高
齢
者
が
関
わ
る
事
故
で
す
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
自
損
・
物
損

や
人
身
事
故
、さ
ら
に
は
歩
行
中
や
自

転
車
に
乗
って
い
て
被
害
者
と
な
る
事

故
で
、
過
去
11
年
間
に
わ
た
り
、
全
事

故
死
者
数
の
半
数
以
上
を
高
齢
者
が

占
め
て
お
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
更
な
る
啓
発
活
動
を

通
じ
て
注
意
喚
起
並
び
に
交
通
安
全
へ

の
意
識
改
革
を
図
る
と
と
も
に
、一件
で

も
痛
ま
し
い
事
故
を
減
ら
し
て
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

後志地区
交通安全推進員

佐藤　望

上川地区�
交通安全推進員

蝦名　一樹
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交差点　自分を守ろう　周り見て

檜山地区交通安全推進協議会では9月26日、今金町内スーパー
前にて、今金町役場とせたな警察署と合同で、秋の全国交通安
全運動に係る街頭啓発を行いました。

日没時間が早まる時期に交通安全の機運を高めるため、交通
ルールの遵守や、思いやりのある交通マナーの実践を地域の
方々へ呼びかけ、夜光反射材を配布し着用をお願いしました。

檜山地区������������������������������������������ 檜山振興局

十勝地区では毎年9月
1日から11月30日までの
3か月間「交通事故死ス
トップ十勝百日作戦」を
実施しました。この時期
は秋の行楽シーズンや農
作物の輸送繁忙期などで
交通量が増加するほか、
日没が早まり、交通量の
多い時間帯に夕暮れとな
るため、重大事故が多発
する傾向にあります。本
年も、関係機関・団体と
連携を図りながら、悲惨
な交通事故抑止のための
取組を行いました。

十勝地区������������������������������������十勝総合振興局

雄武町交通安全推進委員会主催による町民交通安全集会が
７月16日に開かれ、同月８日に統計上最長記録となる交通死亡
事故ゼロ日数「2207日」の達成記念、新目標「3000日」の宣言
と各世代から力強い決意表明がありました。終了後には北海道
警察音楽隊、カラーガード隊による華麗で迫力のある演奏が披露
されました。

オホーツク地区��������������������������������������� 雄武町

厚岸町交通安全運動推進委員会では、秋の全国交通安全運動
期間中、小中学校の登校時間帯に合わせ、街頭啓発を行いました。

また、９月21日には「すしハウスかざぐるま」前の国道44号線
交差点及びあっけし望洋台駐車場において、旗波活動や交通
安全啓発資材の配布を行い、通過する車両に対し安全運転を呼び
かけました。

釧路地区������������������������������������������������ 厚岸町

◆◆◆ 交通事故死ゼロ運動顕彰交通事故死ゼロ運動顕彰 ◆◆◆
10月9月

３０００日▶	下川町
２０００日▶	厚真町
	 比布町
１５００日▶	秩父別町
	 天塩町
１０００日▶	森町
　７００日▶	幕別町
　５００日▶	松前町
	 津別町

３０００日▶	月形町
２５００日▶	むかわ町
２０００日▶	妹背牛町
１０００日▶	根室市
　７００日▶	乙部町
　５００日▶	北竜町
	 釧路町
　３００日▶	三笠市

１０５００日▶	西興部村
７０００日▶	島牧村
５５００日▶	神恵内村
５０００日▶	浦臼町
２５００日▶	清里町
２０００日▶	遠別町
１０００日▶	美唄市
	 当別町
	 鹿部町
	 厚沢部町
　７００日▶	砂川市
	 倶知安町
	 白老町
	 浦河町
	 木古内町
	 江差町
	 今金町
　５００日▶	増毛町
　３００日▶	北広島市

５５００日▶	上ノ国町
４０００日▶	寿都町
２０００日▶	福島町
１５００日▶	中川町
１０００日▶	岩内町
	 新冠町
　７００日▶	深川市
	 南幌町
	 せたな町
　５００日▶	共和町
	 赤井川村
	 長万部町
	 士幌町
　３００日▶	千歳市

５５００日▶	泊村
４０００日▶	知内町
３５００日▶	東川町
２０００日▶	更別村
１５００日▶	新ひだか町
	 新得町
１０００日▶	訓子府町
　７００日▶	愛別町
　５００日▶	由仁町
	 音更町
	 標津町

３５００日▶	小清水町
３０００日▶	ニセコ町
	 滝上町
２５００日▶	利尻富士町
	 置戸町
２０００日▶	剣淵町
	 中頓別町
１０００日▶	洞爺湖町
	 紋別市
７００日▶	 夕張市
	 新十津川町
	 豊浦町
５００日▶	 雨竜町
	 新篠津村
	 壮瞥町
	 南富良野町
	 稚内市
	 本別町
	 白糠町

8月 11月 12月 1月【予定】
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自転車も　歩行者優先　安全走行
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2024年 謹んで新春のお慶びを申し上げます
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令和６年１月号

公益社団法人 北海道交通安全推進委員会
札幌市中央区北５条西６丁目1-23 第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873

URL: https://www.slowly.or.jp　e-mail: safety@slowly.or.jp
公式ホームページ / YouTubeチャンネル / X（旧Twitter） / Facebookページ 

わたるまえ　わすれずかくにん　みぎひだり

本　　社
〒064-0823 札幌市中央区北3条西25丁目
TEL.011-621-1471  FAX.011-621-8551
発寒工場
〒063-0829 札幌市西区発寒9条14丁目516
TEL.011-665-8881  FAX.011-669-2656

代表取締役　花井　　馨
取締役社長　後藤　孝俊

み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で

創
業
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。

北海道交通安全推進委員会 検 索


